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児童労働の定義

• 子どもの労働にはピンからキリまである。

子どもの発達を妨げない、ためになる労働
Ex.家や田畑での手伝い、小遣稼ぎ

子どもの心身の発達に有害な労働
Ex.債務奴隷

 
（親などの借金の代わりに働かされ

 る）
(ユニセフ、1996)

児童労働の多くが両者の
 間のグレーゾーンにある。
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ペルーにおける児童労働の社会的背景

• 貧困率の高い農村部や、農村から都市部へ
 移動した人々の居住区では充分な収入が無
 く、家計を助けたり必需品を買う目的で子ども
 が働いている。

• 先住民が人口の約半分を占め、地理的･歴史
 的にも社会の分断が大きい。

• 学校の大半は国立だが、裕福な家の子ども
 は小学校から私立学校へ通う。
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教育に関する基礎データ
• 就学前教育１年、初等教育６年、中等教育５年が義務

 教育だが、全ての子どもが就学しているわけではない。

初等教育 全体 男子 女子

租就学率（％） 116 116 117

純就学率（％） 96 96 97

中等教育 全体 男子 女子

租就学率（％） 94 93 96
純就学率（％） 72 72 72

（ＵＮＥＳＣＯ、2006）
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・ペルーで働く６歳から17歳の青少年
 

217万人

･･･同年齢中の３割。

・仕事の種類は年齢により異なる。
６～13歳

 
家族親族の経済活動の手伝い（商業、農

 業、牧畜など）
14～17歳

 
売店や市場の店員、サービス業、農耕の

 日雇い労働、家庭内での労働など。

・都市部では10人に２人、農村部では10人に８人の子
 どもが働く。

（Instituto Nacional de Estadística e Informática: INEI（国立情報統計庁）, 2006）

ペルーにおける児童労働
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児童労働に関する条約と働く子どもたちによる宣言

・
 

（１）国連子どもの権利条約

• （２）ILO（国際労働機関）条約138号、182号

• （３）クンダプール宣言
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• 国連子どもの権利条約（1989年，ペルーの批准：1990年9月

 4日）に見られる子ども観

①自ら考え、その意見を表明できる主体としての子ども
 観

第3条：子どもに関する措置をとる際、子どもの最善の利益を考
 慮すること

第27条：子どもの身体的、精神的、道徳的及び社会的な発達の
 ための相当な生活水準への権利

⇒子どもの働く権利に援用される

②保護されるべき客体としての子ども観

第32条（子どもの就労からの保護）

※ただしこの条約では就業最低年齢は定めていない。
（⇔ILO条約）
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• ILO条約138号（1973年採択、ペルーの批准：2002年11月13日）

就業最低年齢

・
 

ILO条約182号（1999年採択、ペルーの批准：2002年1月10日）

最悪の形態の児童労働（人身売買や紛争への強制徴収を含
 む強制労働、債務奴隷、売春、麻薬取引など）をまず撲滅し、

 それから他の児童労働も撲滅していくという戦略的な条約。

最低年齢 軽易な労働 危険な労働

15歳

・義務教育終了年齢

 を下回らない（原則）

・途上国は14歳とす

 ることができる

13歳

・途上国は12歳とす

 ることができる

18歳

・健康・安全・道徳が

 保護され、適切な職

 業訓練を受ける場合

 は16歳
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•
 

クンダプール宣言（1996年）

・インドのクンダプールでラテンアメリカ、アフリカ、アジ
 アの働く子どもたちの団体が集まった会議で出され
 た宣言。

・ ペ ル ー の 働 く 子 ど も た ち の 団 体 ナ ソ ッ プ
 （MNNATSOP=Movimiento Nacional de Niños, Niñas 

y Adplescentes Trabajadores Organizados del 
Perú：ペルーの働く子ども・若者の全国運動）も参加。

ナソップ

・1996年結成。母体となる団体は1976年に結成。

・働く子どもを含めたすべての子どもの権利が尊重されること
 を活動目的とする。
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• クンダプール宣言で子どもたちが求めていること

子どもたち

 の状況に

 適した職

 業訓練

子どもが

 作った製品

 のボイコット

 に反対

健康管理

子どもたち

 の状況に

 適した教育

子どもの労

 働への敬意、

 安全の配慮
子どもに関

 する決定へ

 の参加

貧困との

 闘い

地方での

 活動

労働の搾取に

 反対、教育と

 余暇の時間の

 持てる労働に

 賛成

子どもたちの問

 題、主導権、提

 案、組織過程を

 認めること
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働きながら学ぶ理由

• 教育は将来、より良い仕事を得るための手段。
 （Oveido, 1998）

• 公立学校では授業料は無料だが、教材やＰＴＡ会費、
 入学金がかかるほか、学用品は個人負担のため、

 学校に通うために働く子どもがいる。（川窪、2000）

• 家族の役に立つ、あるいは自分の必需品を買うこと
 ができる。

→自信、自立心を得る。（荒木、1997）

• 多くの学校が二部制（午前・午後）や三部制（午前・
 午後・夜間）であるため、学校に通っていない時間に

 働くことができる。
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児童労働に対する価値観の相違

・国際機関等による
「普遍的な子ども時
代」の想定

・子どもを保護するた
め、一定年齢以下
は家庭などでの無
償労働が望ましい。

・児童労働は「貧困の
再生産」(Ordóñez,1995 
in Post 2002)

児童労働擁護派児童労働撲滅派

・子ども時代は普遍
 的なものではない(前
 平、1997）

・有償労働によって
 子どもの立場を強化

 する(Nieuwenhuys, 
1998)

・子どもを労働から
 排除することは、彼
 らを大人に従属させ
 ることにつながる。（Ｓ

 ａｌａｚａｒ，1991）
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児童労働に対する立場の相違

児童労働撲滅
 派

(ex. ILO)

中間的立場

(ex.国連、UNICEF 
（ユニセフ、1996））

児童労働擁護派

(ex. ナソップ)

売春、

人身売買、
 麻薬取引

 等

最悪の形態の
 児童労働

有害、

搾取的な労働

労働ではなく

犯罪

教育 子どもを労働
 から遠ざける
 手段

子どもの生活に合
 わせた教育は子ど
 もを労働から引き

 離す

労働を通しても学
 べる（学校教育は
 否定せず）

最終目標 社会の進歩、

経済成長

子どもの生存と発
 達、その権利を守
 ること

子どもを社会を構
 成する一員として
 認めさせること
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